
群馬県で豚熱(国内71例目)の
患畜が確認されました！
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● 発生農場の概要
所在地： 群馬県桐生市
飼養状況： 約5,000頭

◆ 衛生管理区域、豚舎出入口の消毒の徹底

 衛生管理区域専用の衣服および靴の設置、使用

 畜舎および器具等の定期的な清掃または消毒
 豚舎への野生動物（イノシシ、ネズミなど）の侵入防止
 死亡豚の適正処理

（処理するまでの間は野生動物との接触がない場所に保管）

 肉を扱う事業所等から排出される食品循環資源で、肉と
接触した可能性のあるものを給与する場合、90℃以上
で60分間以上の加熱処理
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● 経緯
８月６日（金）
・群馬県が、発熱とチアノーゼを呈する豚群
がいる旨の通報を受け、病性鑑定を実施。
群馬県の検査により豚熱の疑い。
８月７日（土）
農研機構動物衛生研究部門の精密検査で
豚熱の患畜と判明。

群馬県
桐生市は発生県

特定症状
（耳翼や下腹部の紫班、
複数頭の40℃以上の
発熱、元気消失、結膜炎、
流死産、突発死等）の

早期発見
早期通報を

お願いします！

・豚熱予防的ワクチンの接種地域において豚熱の発生が継続してい
ます。
・接種農場であっても、接種前の子豚は感染リスクが極めて高いです。
・長靴・作業着の交換、手指の消毒、豚の移動時のケージの消毒等、

離乳豚舎の飼養衛生管理は特に徹底してください。振


